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1. はじめに 

本資料では，Ⅵ-2-1-12「配管及び支持構造物の耐震計算について」（以下「Ⅵ-2-1-12」という。）

に記載している支持装置の定格荷重及び許容応力，並びに管の耐震計算書に記載している支持装

置の許容荷重について説明する資料である。 

 

2. Ⅵ-2-1-12に記載している定格荷重及び許容応力について 

今回設工認では，支持装置の定格荷重は表 1に示す許容応力状態における許容荷重としており，

Ⅵ-2-1-12には定格荷重及び定格荷重に対する部材の強度評価結果を代表として記載している。 

なお，定格荷重での部材の強度評価には表 1に示す許容応力を用いている。 

 

表 1 各支持装置の定格荷重及び部材の強度評価に用いている許容応力一覧 

支持装置名称 
支持装置 

分類 
定格荷重 

定格荷重に対する部材の強度評価に 

用いた許容応力（一次応力） 

引張 せん断 圧縮 曲げ 支圧 

ロッドレストレイント 

耐震 
許容応力状態ⅢＡＳに

おける許容荷重 

1.5・ft 1.5・fs 1.5・fc 1.5・fb 1.5・fp 

オイルスナッバ ft fs fc fb fp 

メカニカルスナッバ ft fs fc fb fp 

スプリングハンガ 

耐震以外 
許容応力状態ⅠＡ， 

ⅡＡにおける許容荷重 

ft fs fc fb fp 

コンスタントハンガ ft fs fc fb fp 

リジットハンガ ft fs fc fb fp 

注：許容応力の説明に用いている記号はⅥ-2-1-9「機能維持の基本方針」に基づく 

 

3. 管の耐震計算書に記載している耐震支持装置の許容荷重について 

今回設工認において使用している耐震支持装置は，許容応力状態ⅢＡＳ及びⅣＡＳで異なる許容

荷重を設定しており，許容応力状態ⅣＡＳについては原則として表 2 に示す許容荷重を用いてい

る。 

管の耐震計算書における耐震支持装置の評価結果は，Ⅵ-2-1-14「計算書作成の方法」に基づき

許容応力状態ⅢＡＳ又はⅣＡＳにおける評価結果のうち，裕度が最小となる許容応力状態における

評価結果及び許容荷重を記載している。 

なお，許容荷重は，支持装置メーカにて設計・建設規格＊に則った応力評価を実施して定めら

れたものである。許容応力状態ⅣＡＳにおける許容荷重は，表１に示すⅢＡＳの許容荷重に 1.2又

は 1.5を乗じた値としており，その際の強度評価における許容応力の考え方を表 2に示す。 

注記＊：発電用原子力設備規格（設計・建設規格（2005年版（2007年追補版含む。）〈第１編 軽

水炉規格〉）ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１－2005/2007）（日本機械学会 2007年 9月） 
 

表 2 許容応力状態ⅣＡＳにおける許容荷重及び部材の強度評価に用いている許容応力一覧 

支持装置名称 
許容応力状態ⅣＡＳ 

における許容荷重 

許容応力状態ⅣＡＳにおける許容荷重に対する 

部材の強度評価に用いている許容応力(一次応力) 

引張 せん断 圧縮 曲げ 支圧 

ロッド 

レストレイント 

定格荷重(許容応力状態ⅢＡＳに

おける許容荷重)×1.2倍 
1.5・ft＊ 1.5・fs＊ 1.5・fc＊ 1.5・fb＊ 1.5・fp＊ 

オイルスナッバ 定格荷重（許容応力状態ⅢＡＳに

おける許容荷重）×1.5倍 

1.5・ft 1.5・fs 1.5・fc 1.5・fb 1.5・fp 

メカニカルスナッバ 1.5・ft 1.5・fs 1.5・fc 1.5・fb 1.5・fp 

注：許容応力の説明に用いている記号はⅥ-2-1-9「機能維持の基本方針」に基づく 


